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韓国国立古宮博物館所蔵の近代磁器 は約1500点 確認 されているが、 その うち日本
製 が約1300点 ある。その半分約600点 が、現在名古屋 に本社があるノリタケの製品
である。残 りの磁器の 中では、有 田焼で有名 な佐賀県に本社がある 「香蘭社」の磁器
な どである。韓国古宮博物館では、「ノ リタケ社の磁器が 何年に どのよ うなル ー トで
大韓帝国の皇室に所蔵 されたか、全 くわか らない」との ことであった。そ こで、その
ルー ト解明を始 めたのが本研究の発端であった。
本 論文は、以下のよ うに構成 されている。
序論
第1節 研 究 目的 と問題の所在
第2節 先行研 究
徐裕政： オール ド ・ノ リタケ社の輸出陶磁 に関す る研究(2012)2
宋インヒ:皇室の工芸品に現れ る李花文の変化に関す る研究(2013)4
















第2章 「有田陶祖 の神」 とな った李参平(?-1655 1)
は じめに
第1節 有 田焼の始ま り
第2節 時代背景
第3節 李参平の経歴
第4節 日本磁器への影響 ならびに有 田陶祖李参平




第1節 末期明治の輸 出陶磁器 と主要な万国博覧会
(1)鉄 道 ・電信 ・鉱 山部 門が事業(香 蘭社 を中心に)か ら貿易振興政策 へ
(2)明 治の主要な万国博覧会
第2節 近代 日本の輸 出磁器 と洋食器の歴史
(1)明 治時代 に創業 した輸 出貿易会社
(2)洋 食器の歴史
第3節 近代 日本の輸出磁器 と洋食器 の歴 史
(1)森 村組、モ リムラブ ラザーズ、 日本陶器(現 ノリタケカンパニー)の 歴史(2)
ディナーセ ッ トの誕生
(3)オ ール ド ・ノ リタケの裏印
第4章 韓国古宮博物館 にあるノ リタケ磁器の実態
はじめに
第1節 大韓帝国期の日 本近代洋食器 に見 える李花文 と裏印
(1)大 韓帝国期の 日本近代洋食器 に見える李花文(イファ ム ン)
(2)大 韓帝国期の 日本近代洋食 器に見える李花文 と裏印











第1章 では、大韓帝国の歴 史的な背景、大韓帝国の皇室の文化 について述ぺている。
大韓帝国は13年 の短い期間ではあったが、王国である朝鮮 と民国である大韓民国の
間に存在 した 自主独立 した専制君主国であった。その 日本 との密接な関係 を持 った大
韓帝国の皇室文化について、帝国の国章であった李化文について注 目してい る。これ
は、ノ リタケ製食器の考察に関係づけ られてい く。
第2章 、有 田焼(磁 器)の 考察では、有 田焼の時代背景や香蘭社の歴 史などを述べ
て韓国国立古宮博物館 にある香蘭社の磁器の年代 を推測 し、 さらに 「有 田焼の陶祖 」
である李参平 について述べ、有田陶(磁 器)の 誕生の歴史的な背景 を史料か ら分析 し
た。日 本磁器 の始 ま りは、朝鮮人陶工の季参平が1616年 に泉山磁石場で磁石 を発 見
したのがきっかけであった。李参平が磁器の焼成 に成功すると、この新 しい堅 固な焼
き物は、間もなく多くの人々の関心の的 とな り、陶 器か ら磁器への流れ は有田を中心
に広がった。その後1640年 代に有 田で生産 された磁器が世界 に進出 し、有田磁器 は
日本 を代表す る伝統文化 としてその名 を高めた。有田磁器 に李参平が寄与 した功労を
史料 にもとづ き確認 し、従来 の李参平研究の誤 りを正す ことがで きた。
第3章 では、 「オール ド・ノリタケ」の歴史 と国内外 での 「オール ド・ノ リタケ」
の影響 力について述べ てい る。1904年 名古屋駅近 くの則武 の地に本格的な食器 メー
カーが誕生 した過程を踏 まえ、本研究の主眼である韓国国立古宮博物館 にあるノ リタ
ケ磁器の実態 を把握 し、インタビュー調査や史料 を参考 に、近代 日本磁 器の大韓帝国
の皇室への流入の背景について仮説を立てた。また、ノ リタケ社の洋食器が輸出 され
世界的に評価 を高めたのは明治末の万国博覧会の影響 であることにも言及 し、1914
年、 日本初の洋食器セ ットが成功 した こと、その ノリタケチャイナ には120年 に及
ぶ裏印史があ り、180種 類のバッ クマークか ら年号や素材、国内用であ るか輸出用 で
あるか、どこの国に輸出 した ものであるかを推測す ることが出来 ることを確認 した。
第4章 では、韓国古宮博物館か ら提供 されたノ リタケ社の写真 を分析 し、様々な仮
説 を立て、その裏付けを試みてい る。ここで鍵 となったのが 「朝鮮王公族」であった。
帝国日 本の準皇族 となったため、大韓帝国の国章である李化文が 日本で もほぼ同 じ形
の御紋 になったこと、また韓国古宮博物館所蔵 の洋食器の裏印が国内用 であった こと
を確認 した。また、李王家 と梨本宮家の婚約のことを報道 した1918年11月21日 の
韓国の新聞 「毎 日申報」で婚約のための品物 リス トが記載 されてい るこ とを発 見、こ
こには、直接オール ド ・ノリタケ社洋食器 についての言及はない ものの、花瓶 ・櫻花
紋への言及か ら、その花瓶は香蘭社の花瓶であることが推定 した。また、結婚式に着
る礼服 には孔雀 と桜花紋 をいれるものを作ったと記載 されていたが。韓 国古宮博物館
所蔵の李方子妃が着用 の礼服 は、孔雀 と桜花紋ではなくキジ と李化文であるが、李化
文が桜花 に、キジも孔雀 と似てい ることか らインタビューを受 けた人物 の勘違いであ
る と推 定 した。さらに、韓国古宮博物館所蔵の洋食器は、日本で も一部の皇族 しか使
用 していない上品なデ ザイ ンであることも確認 した。これ らのことか ら、韓国古宮博
物館 にあるオ 一ル ド・ノリタケ社洋食器 は、1920年 の梨本宮方子 と李垠(榮 親王)
との婚姻 に際 しての嫁入 り道具であった と推 定 した。
4学 位論文審査の要旨
本論文は、近世初頭 における朝鮮か ら日本 にもた らされた磁器制作技術 とその中心
人物李参平に関す る史料の検討 、および、近代における大韓帝国 と日本 との関係 の一
面に関 してのノリタケ製食器の調査分析 からの考察 とい う、二つの柱 を持つ論考であ
ったが、その両方において新たな知見をもた らし、また今後の研究の進展の道筋を し
めすこ とがで きた論文であると評価 され た。
一方で、本論文で示 された仮説 が、資料の乏 しさおよび発掘の困難 さゆえ、依然 と
して仮説に とどまっていることについては、少 しく残念 であるとの評価 もされた。
なお 、盗 用 ・劉窃 判 定 ソフ トに よる判 定 は、3.2%で あ り、問題 な しと判 断 した。
5最 終試験の結果の要旨又は学力確認の結果の要旨
最終試験は、1月30日 午後1時 か ら一時間半かけて行われた。まず、学位 申請者
がPPTを 用 い本論文の概要を説明 し、その後 に質疑応答 に うつった。
椎名委員か らは、論文全体 のス トー リーについて、また韓国古宮博物館所蔵 ノリタ
ケ製食器 の検証か ら何 が明 らかに され るのか、明 らかに されたこと とされなかった こ
とを通 じての今後の課題 な どにつ いて明確 にするようにとの質問 と指摘がなされた。
吉 田委員か らは、学位 申請者 が発 見 した新聞記事の内容 についての確認、李方子の伝
記研究の重要 さの指摘 、お よび韓国古宮博物館の所蔵物 と展示についての質問が なさ
れ た。さらに両委員か ら博物館の展示 ・図録などについて質問があった。主査阪井 か
らは、皇室の婚姻に関す る日本側 の資料（『大正天皇実録』や 当時の新聞 ・雑誌な ど)
への 目配 りの必要性が指 摘 され、また李参平研究に関連 して日本国内に他 にも「陶祖」
とされ神 と して祀 られた人物が存在す ることなどへの質問がなされた。
学位 申請者 は、いずれの質問 ・指摘 に対 しても謙虚 に回答 した。とりわけ、李参平
に関 しては、佐賀県でのフィール ドワークに よって得 られた知見を、またノ リタケ製
品および李 方子に関 しては、韓国古宮博物館の所蔵品に関す る調査および韓国内で発
見 した史料 と知見にもとづき詳細 に回答 したが、いっぽ うで韓国での調査 には限界が
あることに も言及 し、今後の課題 とした。また、日本側資料 の博捜に関 して も、力量
不足であったことを認 め、これも今後の研究に活かす ことが述べ られた。
6学 位授与 についての意見
審査委員は一致 して、本論文な らびに参考論文、これまでの本学 にお ける研 究姿勢
と成果 を評価 し、博士の学位 を授与す ることとした。
